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 コーディネーター 横山 彰  （中央大学名誉教授） 
 

  
 

   地方圏では，2020 年代以降，高齢者数がピークを迎え，さらに急速な生産年齢人口の減少時
代に突入する．そのため，周辺部の自治体では，単独での公共サービスの提供が困難になる可
能性もある．人口減少下で自治体が行政サービス水準を維持するためには，平均費用抑制のた
めの「規模の経済」の追求が不可欠であり，そのためには，1)「コンパクト型」の地域・まちづ
くりの実現，2）自前ですべての公共施設やサービスを提供する「フルセット型」から複数の自
治体間で融通しあう「ネットワーク型」への転換の必要性が指摘されている． 
本シンポジウムでは，地方圏の自治体が直面する喫緊の課題に対して，どのような圏域行政

の制度設計が必要であり，国，県，連携中枢都市及び関連市町村の取り組みが必要であるかに
ついて議論する． 
  

 
  


